
令和３年度 第１回 宇都宮市民大学運営協議会 

 
日 時 令和３年４月２２日（木） 

  午後３時３０分～４時３０分        

会 場 人材かがやきセンター研修室 
 （宇都宮市中央生涯学習センター５階） 

 
 

次   第 

 

１ 開  会 

２ 議  題 

（1） 宇都宮市民大学運営協議会役員の選出について（会長） 

（2） 令和２年度宇都宮市民大学事業報告について・・・・・・･資料１ 

（3） 令和２年度宇都宮市民大学収支決算について・・・・・・･資料２ 

（4） 令和３年度宇都宮市民大学事業計画（案）について・・・･資料３ 

（5） 令和３年度宇都宮市民大学収支予算（案）について・・・･資料４ 

                                                         

３ そ の 他 

 

４ 閉  会 

 



.宇都宮市民大学運営協議会委員名簿 

 

 任期：宇都宮市民大学運営協議会運営要領第４条の規定による期間 

（令和２年９月１日～令和４年８月３１日） 

 

                  令和３年４月１日現在 

 №  氏 名  所 属 団  体 等 役 職 

◇ １ 赤羽
あかばね

 幸雄
ゆ き お

 とちぎボランティアＮＰＯｾﾝﾀｰぽ・ぽ・ら センター長 

 ２ 阿部
あ べ

 ゆり 株式会社下野新聞社 編集局総務部長  

 ３ 江田
え だ

 壮一
そういち

 宇都宮短期大学 事務局長 

 ４ 大山
おおやま

 眞一
しんいち

 宇都宮市講座企画・運営ボランティアスタッフ 

 ５ 川島
かわしま

 育郎
や す お

 株式会社栃木放送 報道制作局長 

 ６ 柴田
し ば た

 慎司
し ん じ

 帝京大学 宇都宮キャンパス 事務長     【新委員】 

 ７ 島田
し ま だ

 繁
しげ

雄
お

 宇都宮メディア・アーツ専門学校 校長 

◇ ８ 野中
の な か

 正知
まさとも

 公益財団法人 とちぎ未来づくり財団 事務局長 

 ９ 待山
まちやま

 妙子
た え こ

 宇都宮市生涯学習センター運営審議会 委員 

〇 １０ 丸山
まるやま

 純一
じゅんいち

 
宇都宮市民大学講座企画運営選考委員 

文星芸術大学 副学長 

  

 ◎ 会長   ○  副会長   ◇  監事 

 

 



 
 

   宇都宮市民大学運営協議会運営要領 

適用 平成 ４年５月１日 

   平成１２年７月１日 

   平成１４年９月１日 

   平成１６年４月１日 

   平成２２年４月１日 

   平成２２年９月１日 

   平成２６年９月１日 

平成２７年４月１日 

 （趣旨） 

第１条 この要領は，宇都宮市民大学実施要綱（以下「要綱」という。）第４条第４項に規 

定する宇都宮市民大学運営協議会（以下「協議会」という。）の運営について必要な事項 

を定めるものとする。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は，宇都宮市民大学に関し次の各号に掲げる事務を行う。 

  講座の企画の承認に関すること 

  運営に関すること 

   予算及び決算の承認に関すること 

  市内高等教育機関との共催事業に関すること 

  その他必要と認める事項 

（組織） 

第３条 協議会は，委員１０人以内をもって組織する。 

２ 委員は，次の各号に掲げる者のうちから要綱第４条第２項に規定する学長が委嘱する。 

  学識経験者 

  生涯学習関係者 

  宇都宮市講座企画・運営ボランティアスタッフ 

３ 協議会は，専門講座の企画運営の選考をさせるため，宇都宮市民大学講座企画運営選 

考委員会を設置することができる。 

４ 第２項の委員のうち１名は，宇都宮市民大学講座企画運営選考委員会委員を兼ねるも 

のとする。 

参考 
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（任期） 

第４条 委員の任期は，２年とする。ただし，欠員を生じた場合における補欠の委員の任 

期は，前任者の残任期間とする。 

２ 委員は，再任することができる。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長１人を置き，委員がこれを互選する。 

２ 会長は，会務を総理する。 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときは，その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会は，会長が招集する。 

２ 協議会は，委員の半数以上の者が出席しなければ，会議を開くことができない。 

３ 協議会の議事は，出席委員の過半数でこれを決し，可否同数のときは，会長の決する 

ところによる。 

４ 会長が必要あると認めるときは，協議会の委員以外の者の出席を求めることができる。 

５ 前項に定める出席を求められた者は，議事の決定に加わることができない。 

（監査） 

第７条 協議会に監事２人を置き，会長がこれを指名する。 

２ 監事は，協議会の会計を監査する。 

（庶務） 

第８条 協議会の庶務は，要綱第４条第５項に規定する事務局（教育委員会事務局生涯学 

習課）が処理する。 

（補則） 

第９条 この要領に定めるもののほか，協議会の運営に関し必要な事項は，別に定める。 
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令和２年度宇都宮市民大学事業報告について 

 

 令和２年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため前期専門講座は中止とした。 

後期専門講座については，令和２年１０月２６日（月）～１２月２１日（月）で実施し，

受講者数は２２４名（前年△４３８名），修了者は２０５名（前年△４１３名），修了率 

９１．５％（前年△１．９％）となった。 

公開講座については，多くの市民が集まる講演会の開催は中止し，代替事業として， 
とちぎテレビによる特別番組を放映した。 

 

１ 専門講座 

  「別紙１」のとおり 

 

２ 特別企画（公開講座代替事業） 

  「別紙２」のとおり 

 

３ 総評と課題 

■前期専門講座は，中止となったが，募集定員３１０名のところ４３０名の受講希望

申込があり企画については好評であった。⇒令和３年度で実施予定。 

■後期専門講座は，全体の定員を上回る受講希望申込があり，コロナ禍での実施であ

ったにもかかわらず，受講者の専門講座の修了率は全体で９１．５％，受講者アンケー

トにおいても成果が「とてもあった」「わりとあった」との回答が全体の８７．４％と，

例年と同水準の満足度の高い講座を実施することができた。 

■後期専門講座の実施にあたっては，下記のとおり感染症対策を実施し，安心して受

講できる環境を整えることができた。 

① 密集・密接の回避 

・受講料の集金方法を見直し（初回現金納付⇒ゆうちょ銀行での振込納付） 

・受付の無人化（初回は受講決定通知，２回目以降は受講証を受付箱へ提出） 

・受講定員を一律３０名に減らし，人と人との距離を確保  等 

② 換気 

・講義中でも３０分に１度の換気（入口の開放） 

・窓を閉め切らないよう調整  等 

③ 受講生への協力依頼 

・マスクの着用及び当日朝の検温等によるセルフチェック 

・研修室入口前での職員による検温  等 

■今後も，収束の見えない感染症問題に配慮しながら，市民の知的好奇心を満たすた

め，個人の要望に基づく趣味・教養的な学びを提供するとともに，幅広い学習内容での

実施に向け，現代的な課題や旬の話題を積極的に講座に取り入れることにより受講者

満足度の向上を図る。また，公開講座を活用し更なる新規受講者の獲得に努める。 

資料１ 



別紙１　　

コ
ー

ス

講 座 名
（開講数）

講　　師 開催期間
（募集定員）
〔応募者数〕

受講者数

修了者数
（修了率） 講座の評価 （参考）受講者の感想・意見

Ⅰ

天皇家と栃木県民と自然
～栃木県の自然を愛される歴代天皇のお姿

～

　
（全7回）

足利大学工学部・共通教育センター
　               講師　大沼　美雄
栃木県立博物館　 特別研究員　星　直斗
日光国立公園那須平成の森フィールドセンター長
                 若林　正浩
那須・塩原郷土史家　臼井　祥朗
宮内庁御料牧場 場長　菊池　淳志

10/26～
12/14

（30）
〔83〕

44

43
（97.7%）

　定員を上回る受講申込があり，天皇家への関心の高さがうかが
えた。講師が持参した資料（実録や官報，研究記録の内容を転記
したもの）をもとに，県内所在の御用邸の沿革や，歴代天皇がど
のように御用邸を御利用されたのかについて学ぶことができた。
講師が天皇家との関わりが深い方々だったので，資料からわかる
こと以外の話も聞くことができ，受講生にとって大変満足度の高
い講座となった。また，受講生は天皇家と栃木県との関わりを学
んだことで，皇室の方々の願いを未来にどう繋げていくのかを考
える機会となった。

・天皇家と栃木県がとても深く関わっていることが良く分
かって，大変勉強になった。
・近代の天皇・皇室の歴史や人間性など，今まで知らなかっ
たことを学ぶことができた。
・皇室関係の事は知らされていないことが多いので，色々と
聞けて楽しかった。
・他県から引っ越してきたので，栃木県と天皇家や御用邸に
興味があった。コロナ収束後に訪ね歩きたいと思う。
・地元にいて，天皇家と栃木県がこんなにも深く繋がってい
ることは知らなかった。ぜひ，訪ねてみたいと思う。

Ⅰ

大谷石のことをもっと知ろう
～石の街「うつのみや」であるために～

　
（全7回）

宇都宮市教育委員会事務局文化課
　               主幹　今平　利幸
宇都宮市文化財保護審議委員会
               　委員長　橋本　澄朗
　               委員　大嶽　浩良
宇都宮美術館　   専門学芸員　橋本　優子
大谷石石材協同組合　理事長　石下　光良
ＮＰＯ法人大谷石研究会　理事長　塩田　潔
株式会社テイクス設計事務所
　               代表取締役　武井　貴志

10/29～
12/10

（30）
〔40〕

39

36
（92.3%）

　平成３０年に日本文化遺産として認定された「大谷石文化」に
ついて，歴史や文化的側面はもとより，最新の採掘技術や運搬方
法の変遷，建築資材としての大谷石など多様な視点から学んだ。
大谷石の文化を古代から紐解き，大谷地域が古代からいかに重要
な地域であったかを展開し，ふるさとへの誇りを醸成するもの
だった。全体を通して，「大谷石文化」が日本遺産に認定された
ストーリーを理解し，身近な大谷石の知識を深める事で，ふるさ
との魅力を再発見する機会となり，受講生にとって満足度の高い
講座になった。

・大谷石の文化や歴史をわかりやすく学べて大変参考になっ
た。
・大谷巡りをする視点で受講したが，発見がいっぱいあっ
た。
・宇都宮の街全体を「大谷石」のイメージで街づくりができ
たらいいと思った。
・帝国ホテル建設の話に大変興味を持ち，関連本を読んで学
んだ。
・大谷石文化を後世に伝えるため，文献のみならず「モノ」
の保存が重要であると感じた。

Ⅱ

現代社会を読み解く知識と考え方
～日々の暮らしをより豊かにするコツ～

　
（全6回）
〔作新学院大学・女子短期大学部連携講座〕

作新学院大学女子短期大学部
　                教授　西田　直樹
　                准教授　小林　育斗
　                准教授　中川　仁美
　                准教授　木村　雅史
　                特任講師　石川　順章

10/26～
12/7

（30）
〔58〕

42

37
（88.1%）

　日々の暮らしをより豊かにするコツを，具体的な資料やデータ
から読み解く講座で，身近なテーマから選ばれた内容は，すぐに
役立つものが多くあった。コロナ禍で在宅時間が長い現在，その
場で，タオル１本で簡単にできる体操や，身体活動強度の指標
（メッツ）の説明は，今後の体力維持・向上への動機づけになっ
た。「地域における居場所づくり」では，コミュニティカフェや
高齢者サロンの実践例などの紹介もあり，話し合いは大いに盛り
上がった。受講生の今後の社会活動の広がりに繋がる学びになっ
た。

・お金に対する考え方，お金を「かける」「かかる」が参考
になった。
・「居場所づくり」は今後の考え方として大変良かった。
・多くの人と関わり，いろんな話の中から必要な情報を取り
入れていく必要があると思った。
・今さらと思いもしたが，講座を受講して納得し，深く心に
残るものがあった。
・体力づくりの内容は今後の生活改善に大いに役立つ講座
だった。
・全般的に焦点がはっきりしない講座だった。

Ⅱ

マンガと日本人
～マンガ媒体の発展・人の心を動かすメカニ

ズム～

　
（全6回）
〔文星芸術大学連携講座〕

文星芸術大学　マンガ専攻 教授　堀江　一郎
10/30～
12/11

（30）
〔24〕

21

20
（95.2%）

　日本マンガの歴史をたどり，マンガからテレビアニメ，映画へ
と媒体を変え，日本のマンガが世界的に受け入れられるように
なった経緯や，今日の日本マンガの隆盛とこれからの課題などに
も言及し，わかりやすい内容だった。情熱的な講義と編集者とし
て関わった講師にしか知りえないマンガ家の逸話なども披露し，
マンガに興味のある受講生にとって満足度の高い講座となった。
講義終了後には，講師を囲んで文星芸術大学での公開講座の開催
を要望する姿も見受けられ，今後の学びへの発展が期待できるも
のとなった。

・ビジネスマンの視点からも興味深く聞いた。オンライン受
講でより多くの人に届けてもらいたい。
・熱意ある先生の指導が素晴らしい。現在の活力あるマンガ
文化の勢いがそのまま伝わった。
・とても楽しく，ためになる講座だった。知らないことを知
ることが豊かに生きる事だと思った。第2弾，第3弾を期待す
る。
・マンガ好きな息子にも教えてあげたい。
・マンガやアニメを見る視点が変わった。趣味仲間ができ
た。

Ⅲ

日本遺産「かさましこ」の世界
～笠間焼・益子焼を極める～

　（全7回）

益子町副町長・益子陶芸美術館長
　                横田　清泰
茨城県陶芸美術館　副主任学芸員　飯田　将吾
　　　　　　　　　学芸員　芦刈　歩
笠間焼伝統工芸士・陶芸家　額賀　章夫
栃木県産業技術センター窯業技術支援センター
　                主任研究員　塚本　準一
益子陶芸美術館　  学芸員　松﨑　裕子
陶芸家　          岩見　晋介

10/29～
12/10

（30）
〔35〕

32

28
（87.5%）

　かつて笠間と益子が宇都宮氏の領地であり，同じ文化圏であっ
たことから「兄弟産地」として今回の日本遺産認定に至った経緯
に始まり，陶芸美術館の学芸員からは両産地の焼物の歴史や作品
の特徴，両産地を代表する陶芸作家の映像を見ながら詳しい説明
があった。また，現役の陶芸家からは，海外展開など高度成長期
とは違う視点も必要になった現状が語られ，経済と切り離せない
産業としての側面についても学ぶ機会となった。受講生からは講
座終了後訪れることを楽しみにしたいとの声があり，さらに深い
学びに繋がる講座となった。

・日本遺産にはストーリーがあると知った。
・Web販売，ネット情報が作家の生き残りに重要なことを知っ
た。
・笠間焼と益子焼の歴史について，理解することができた。
窯業界の厳しい現状を知った。
・益子・笠間の歴史を系統立てて知る事ができた。この2つの
産地がどこに向かおうとしているかの説明が物足りなかっ
た。
・濱田庄司が益子を持ち上げたのではなく，益子の気質が濱
田を魅了し，我々を引き付けていると思った。

Ⅲ

不朽の名作には秘密がいっぱい
～あなたの知ってる西洋美術の世界？～

　（全6回）

文星芸術大学　 名誉教授　小林　利延
10/30～
12/11

（30）
〔93〕

46

41
（89.1%）

　定員を上回る受講申込があり，絵画への関心の高さがうかがえ
た。多くの人が一度は目にしたことのある名画について，歴史と
画家の一生の視点から学ぶ講座であった。講師が録画・編集した
映像と，最新の研究結果を基にした講義により西洋美術について
詳しくない方でも学習内容を理解しやすかったと思われる。一方
で，映像の視聴時間が長かったことから，西洋美術の知識を持っ
ている人にとっては，多少物足りなさを感じた可能性がある。西
洋美術を鑑賞する際に参考になる知識を得ることができ，今後の
学びに繋がる有意義な講座となった。

・説明とともに画像が拝見でき，わかりやすかった。
・心が豊かになった。知識を持って観る楽しみを知ることが
できた。
・大学の授業を受けているようで楽しかった。
・ＤＶＤによる説明も理解を深めるのに大きな成果があった
と感じているが，先生の説明がもう少し欲しかった。
・視点を変えて絵画を観るのも楽しいと思った。
・あまり興味がなかったが，色々な絵画に触れて，多くのこ
とを知ることができた。

180人

333人

224人

205人

91.5%
※修了者数は，4分の3以上の出席者

宇都宮市民大学（後期講座）の実施状況について

【コース名】
　Ⅰ　郷土を愛する地域・文化・歴史コース
　Ⅱ　今を読み解く現代社会コース
　Ⅲ　暮らしを彩る教養コース

募集定員

応募者数

受講者数

修了者数

修了率（修了者/受講者）

【総合的な評価】
　新型コロナウイルス感染防止の観点から前期専門講座は中止となったが，後期専門講座については，３密を回避するなど
各種の感染防止策を講じ実施することができた。コロナ対策のため，定員を３０名に減らすも，６講座中５講座は定員を超
える申込みがあり，キャンセルを見込むなど可能な限り定員を増やし受講決定をした。
　コロナ禍ではあったが，各講座とも欠席者やキャンセルは少なく修了率は例年と同水準の９１．５％となった。各講座と
も受講者の高度で専門的な学習ニーズに応え，知的好奇心を刺激する企画内容であったことから，満足度の高い講座提供が
できたと推察される。

【今後の課題】
　コロナ禍でも安心して受講できる環境整備等の検討。



　令和２年度宇都宮市民大学後期講座アンケート

１　受講者数　　　 224 名

２　アンケート回答数 182 名

３　アンケート回収率 81.3 ％

0% 1% 3%
5%

29%

48%

12% 2%

年齢 ３０歳未満

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０歳以上

無回答

0%
3%

81%

8%
6%

職業
学生

会社員

アルバイト

無職

その他

無回答

26%

4%

64%

6%
受講回数

初回

２回目

３回目以上

無回答

48%

4%
40%

3%
3% 2%

何で知ったか 広報うつのみや

宇都宮市ホームページ

パンフレット・チラシ

友人などの紹介

その他

無回答

35%

59%

2%
2% 1% 1%

受講動機 知識習得のため

興味・関心があったた

め

仲間作りのため

地域活動のため

その他

無回答

0%
9%

79%

7%
0% 5%

難易度
かなり難しい

難しい

適当

易しい

かなり易しい

無回答

37%

50%

8%

0%
5%

成果 とてもあった

わりとあった

あまりなかった

なかった

無回答

58%

24%

3%
5% 2% 8%

成果の内容 自分の教養が高まり，人生

が豊かになる。
自分の仕事や日常の生活

に生かすことができる。
受講者同士のふれあいや

仲間ができた。
地域における活動の支援

に生かす。
その他

無回答

47%

41%

9% 1% 2%

満足度

満足

やや満足

やや不満

不満

無回答
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令和２年度宇都宮市民大学後期専門講座　アンケート結果（内訳）

　①天皇家と栃木県民と自然 　②大谷石のことをもっと知ろう 　③現代社会を読み解く知識と考え方【作新学院大学連携】

　④マンガと日本人【文星芸術大学連携】 　⑤日本遺産「かさましこ」の世界 　⑥不朽の名作には秘密がいっぱい

別紙１－３
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足

やや不

満

不満
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難しい
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易しい

かなり易しい

無回答

47%
47%

3% 0%
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成果の内容

自分の教養が高ま

り，人生が豊かにな

る。
自分の仕事や日常

の生活に生かすこと

ができる。
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地域における活動

の支援に生かす。
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成果の内容
自分の教養が高

まり，人生が豊か

になる。
自分の仕事や日

常の生活に生か

すことができる。
受講者同士のふ
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きた。
地域における活動

の支援に生かす。
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自分の教養が高ま

り，人生が豊かにな

る。
自分の仕事や日常

の生活に生かすこと

ができる。
受講者同士のふれ

あいや仲間ができ

た。
地域における活動

の支援に生かす。
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の支援に生かす。

0% 0% 4% 0%

34%

54%

4% 4%
年齢 ３０歳未満

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０歳以上

無回答

27%

4%65%

4%
受講回数

初回

２回目

３回目以上

無回答

0%
4%

77%

4% 15%

職業
学生

会社員

アルバイト

無職

その他

無回答

27%

70%

0%
0% 0% 3%

受講動機 知識習得のため

興味・関心が

あったため
仲間作りのため

地域活動のため

その他

50%
46%

0%0%

4%満足度
満足

やや満

足
やや不

満
不満

無回答

0%

18%

68%

3%
0%

11%

難易度
かなり難しい

難しい

適当

易しい

かなり易しい

無回答

42%
54%

0%
0%

4%成果 とてもあった

わりとあった

あまりなかった

なかった

無回答
63%25%

3%
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の生活に生かすこと
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とちぎテレビ 宇都宮市民大学 特別企画 

「東日本大震災から１０年 あの日，僕は・・・」番組放映について 

 

◎趣旨 とちぎテレビ 宇都宮市民大学 特別企画番組の放映について報告するもの 

 
１ 「とちぎテレビ宇都宮市民大学特別企画」について 
 

（１）経緯 

   当初は，「宇都宮市民大学公開講座『東日本大震災から１０年を迎えて』」として， 
令和３年３月６日（土）にフリーアナウンサー笠井信輔氏による講演会（定員５００

名）を開催予定であったが，新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から，多くの市

民が集まる講演会の開催は中止し，代替事業として，とちぎテレビによる特別番組を

放映することとした。 
 
（２）番組概要 

   番組名称 とちぎテレビ 宇都宮市民大学 特別企画 
「東日本大震災から１０年 あの日，僕は・・・ 」 

放送日時 令和３年３月１０日（水）２０：００～２１：００ 
        ※東日本大震災から１０年となる３月１１日の前夜に放送 
        ※再放送 ３月１４日（日）２０：００～２１：００ 
   出 演 者 笠井 信輔氏（フリーアナウンサー／元フジテレビアナウンサー） 
        篠田 和之氏（ＭＣ） 
   番組内容 東日本大震災発生直後から被災地に赴き，被災地の状況を伝え続けてき

た笠井氏へのインタビュー 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

（とちぎテレビ番組ガイド３月号） 

２ 事業の評価について 

  ・ 代替事業となったが，より多くの市民に市民大学を周知できる機会となった。 

  ・ 震災から１０年という節目に，貴重な学びの機会を提供することができた。 

別紙２ 
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別紙２－２ 

市民大学 特別企画 に寄せられた声  

・東日本大震災の現場を鮮明に伝えていただき、当時の痛みや苦しさをありありと思い出しまし
た。これからの防災への備えについて、具体的に携帯電話や充電のことを示されたのはとても良
かったです。自分自身について省みる機会になりました。（３０代） 
 
・とても感動しました。栃木県に津波はないからと油断せずに、様々な災害に備えなければなら
ないと、認識を新たにしました。父にスマホを教えます。（４０代） 
 
・災害についての向き合い方の心構えを学ぶことができました。高齢になっても使えるものは広
げていきたいと思いました。これからの時代は防災・減災を学ぶ機会が必要と思います。（６０代） 
 
・1 時間でしたが、もっと笠井さんの話を聞きたかったです。講座に申し込んでいたので中止にな
って残念でしたが別な形でお話を聞くことになりましたが聞けてよかったです。直接お会いした
かったです。直接頑張っている姿見たかった。（４０代） 
 
・感動しました。もしもの時の災害対策，まず自分たちでできることから始めたいと思います。
（スマホの使い方，充電器の準備等）そして次世代の子どもたちへの伝承も大切なことだと痛感
いたしました。（６０代） 
 
・素晴らしい企画でした。1 時間ではもったいないと思いました。被災地の写真や実際に現場で取
材された笠井さんのお話。震災について何となく分かっているつもりでいた自分が大間違いであ
る事に気付かされました。のびる小の避難場所での出来事の話など涙が出ました。もしもの際に、
自分や家族を守るには？家族だけでなく地域の人と助け合うには?1000 人規模の避難所を自分達
で運営するには?正直わかりません。今後、市民大学の講座でいかがでしょうか？講座でなくとも
自治会や行政の取組として勉強や仕組みづくりをしていく必要があると感じました。公開講座、
コロナ禍で開催されるのか？開催されても行こうかどうか心配していましたが、こうした形で貴
重なお話を聞けて(観れて)、大変有り難く思いました。これ県内全部で観れるなんて，宇都宮市は
素晴らしい。栃テレありがとう。是非多くの人に観ていただきたいと思いました。（４０代） 
 
・笠井さんは東日本大震災後の東松島の航空自衛隊隊員にインタビューし、泣きながら話を聞い
ていたのが印象的でした。会場でお元気になった姿を拝見したかったので、講演会がこのような
形であっても開催されたことは嬉しかったです。テレビで流すような、きれいな、感動するお話
かと思っていましたが、画像や映像がなくてもあっという間に人が死んでしまう自然災害の凄惨
さや無情さが伝わる話しぶりに、何度も泣きながら拝見しました。私の実家は宮城県で、10 年前
の津波で床上 1.5ｍ浸水になりました。本当は 3 月 12 日に子供たちを連れて実家に帰省する予定
でいて、荷造りをしようと思っていた矢先の大地震でした。もし発震が 24 時間遅かったら私は死
んでいたかもしれません。津波では近所の幼稚園も保育所も、近所の人も、本当に何人もの犠牲
者が出ました。何度亡くなった人の分まで生きようと思っても何もできずに自分が嫌いになる 10
年間でした。この放送で笠井さんに自分の気持ちを話していただいたようで気持ちに区切りがつ
きました。ありがとうございました。（４０代） 



・取材をしたリアルな情報が良かった。保育士が体育館で命の選択を迫られた話は、普段テレビ
で語られないので興味深かった。実際の震災はこういう、生々しい話があり、テレビで映る編集
された映像では恐怖や悲惨さが伝わりにくい気がした。こういう、生の話や、編集されてない映
像が、これからの防災意識や人との接し方にも良い影響を与えると思う。私も、震災から 10 年経
って意識が薄れていた気がする。被災された方はもちろん、人は矛盾を抱えながらも強く生きて
いる。負の部分から目をそらそうとしがちだけど、それも含め、後世に伝えていかなきゃいけな
いと思った。講演会で聞けなかったのは残念だが、内容はとても良かった。（３０代） 
 



宇都宮市民大学運営協議会（単位：円）

款 当初予算額(A) 決算額(B) 差引(B)-(A) 摘　　　要

１　交付金 1 市交付金 1,811,000 1,811,000 0 宇都宮市より

２　受講料 1 受講料 1,750,000 729,500 △ 1,020,500 前期専門講座，公開講座中止

３　雑収入 1 雑収入 1,000 9 △ 991 預金利子

3,562,000 2,540,509 △ 1,021,491

（単位：円）

款 当初予算額(A) 決算額(B) 差引(B)-(A) 摘　　　要

１　総務費 364,000 187,595 △ 176,405

1 報償費 332,000 182,800 △ 149,200
委員謝金，パンフレットデザイン
謝金

2 需用費 12,000 1,055 △ 10,945 会議茶代

3 役務費 20,000 3,740 △ 16,260 委員振込み手数料

２　事業費 3,198,000 2,352,914 △ 845,086

1 報償費 1,738,000 965,460 △ 772,540
講座講師謝金，手話通訳者謝
金，交通費

2 需用費 738,000 576,920 △ 161,080

(①消耗品費等) 368,000 238,302 △ 129,698 講座紙代等

(②食糧費) 11,000 1,468 △ 9,532 講師茶代

(③印刷製本費) 309,000 337,150 28,150
受講者証，パンフレット作成，公
開講座チラシ・ポスター作成等

(④修繕料) 50,000 0 △ 50,000

3 役務費 194,000 219,892 25,892

(①通信運搬費) 167,000 191,182 24,182
募集パンフレット郵送料，公開講
座中止通知，返金通知等

(②手数料) 27,000 28,710 1,710
講師謝金振込手数料，返金のた
めの定額小為替購入手数料等

5 使用料 168,000 51,570 △ 116,430 公開講座施設使用料

6
負担金，補助
及び交付金

360,000 539,072 179,072
専門講座企画運営費
とちぎテレビ番組制作協力費等

3,562,000 2,540,509 △ 1,021,491

決算収入額

決算支出額

差　引

令和２年度宇都宮市民大学収支決算書

合　　計

項

項(目)

収　入　の　部

支　出　の　部

0 円

2,540,509 円

2,540,509 円

合　　計

資料２

10



11



令和３年度宇都宮市民大学事業計画（案）について 

 

１ 令和３年度事業の考え方 

市民大学事業については，本市の社会教育分野における基本計画である「第３次宇都宮

市地域教育推進計画」に基づき，高等教育機関との連携による高度で専門的な学習ニーズ

に応えるとともに，「生涯学習センター主催講座」や「人材かがやきセンター主催講座」と

の差別化を図り，本市の生涯学習事業の中で唯一の有料講座として，心豊かに市民生活を

送るための教養講座や，郷土愛を育む地域の文化・歴史講座など，市民の知的好奇心を満

たし，生きがいや精神的な豊かさなど市民生活に潤いを与える学習機会の提供に重点的に

取り組む。 

令和３年度事業については，新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった令

和２年度前期専門講座を，特例として令和３年度市民大学で実施する。また，特に郷土

愛や地域理解を促進するため専門コースの一部再整理を行い幅広い学習内容で展開する

ことで，受講者満足度の向上を図る。 

なお，新型コロナウイルス感染症の終息の見込みが見えないことから，感染拡大には

十分に配慮し「新しい生活様式」を取り入れ受講環境の安全を図る。 

  【新型コロナウイルス感染防止対策】 

・定員を各３０名に減らし実施する。 

   ・定員を減らすことで，市民の学習の機会が損なわれることがないよう，前期・後期そ

れぞれ１講座増やし，前期７講座，後期７講座の１４講座を実施する。 

 ・託児及びバスでの移動を伴う館外学習は行わない。 

 

２ 前期専門講座 

表１のとおり，講座企画・運営ボランティアスタッフ（Ｖスタッフ）企画講座を６講座，

宇都宮共和大学による連携講座１講座を実施する。 

【表１】前期専門講座一覧（参考）          

№ 講 座 名（開講数） 講  師 

1 

Ⅰ 郷土を愛する「宇都宮学」コース【新設】 
名城に名将有り！下野の古城 

～館から城郭へ，中世の城の役割～ （全８回） 

宇都宮短期大学 人間福祉学科 
教授 江田 郁夫 氏ほか 

2 

Ⅱ 今を読み解く現代社会コース 
栃木県のはやり病・伝染病・感染症 
～近世末から近現代の感染症を振り返る～ 

（全７回） 

栃木県医師会７０年史編纂委員会 
顧問 大嶽 浩良 氏ほか 

3 

Ⅱ 今を読み解く現代社会コース 
これからの長寿・共生・循環型の社会を生きる 
ために          
【宇都宮共和大学連携講座】    （全６回） 

宇都宮共和大学 シティライフ学部 

教授 内藤 英二 氏ほか 

資料３ 



4 

Ⅲ 暮らしを彩る文化・教養コース 
信長・秀吉・家康 

～戦国三大カリスマの知られざる実像～ 
       （全７回） 

共立女子大学 文芸学部 

教授 堀 新 氏ほか 

5 

Ⅲ 暮らしを彩る文化・教養コース 
仏像の魅力を探る          

（全５回） 

文星芸術大学 総合造形専攻 
准教授 大澤 慶子 氏 

6 

Ⅲ 暮らしを彩る文化・教養コース 
ロマンとミステリー 前方後円墳の魅力 
～３世紀から６世紀に造られた約 20 万基の古
墳群の謎に迫る～        （全８回） 

新潟大学  

名誉教授 橋本 博文 氏ほか 

7 

Ⅲ 暮らしを彩る文化・教養コース 
再入門！たのしい科学 
～予想し実験で確かめる！これであなたも科学
者になれる～           （全７回） 

仮説実験授業研究会 

全国代表委員 湯澤 光男 氏 

 

３ 後期専門講座 

表２のとおり，講座企画・運営ボランティアスタッフ企画講座を６講座，大学連携講座

【帝京大学】を１講座実施する。 

なお，会場である中央生涯学習センターの改修工事により１１月より利用中止になるこ

とから，例年より１ヵ月前倒し，８月に募集を行い，９月開講とする。 

ア 開催期間  令和３年９月～令和３年１０月 

イ 開催回数  未定 

【表２】後期専門講座一覧 

№ 講 座 名 

１ 
宇都宮を流れる鬼怒川の昔と今   

（郷土を愛する「宇都宮学」コース） 

２ 
栃木の疫病にまつわる民俗  

（郷土を愛する「宇都宮学」コース） 

３ 
シニア世代の「こころ」と人間関係             

（今を読み解く現代社会コース） 

４ 
どうやって生まれた？動物たちのスゴ技 

      （暮らしを彩る文化・教養コース） 

５ 
ここが変わる！日本の縄文時代 

      （暮らしを彩る文化・教養コース） 

６ 
鬼先生の人間探検講座 

      （暮らしを彩る文化・教養コース） 

７ 
【帝京大学連携講座】（タイトル未定）              

（コース未定） 



４ 公開講座について 

市民大学の更なる周知及び認知の向上を図るため，公開講座は著名な講師を迎え，独立し

た講座として年 1 回実施する。 

（１） 実 施 日  令和４年２月１９日（土）【予定】 

（２） 会  場  市文化会館小ホール【予定】 

（３）実施内容  各分野の第一人者（著名人等）による講義等 

※講師について 

・知名度の高い講師を招聘するため予算は３０万円程度 

・講師選定については次回以降の運営協議会にて協議 

（４）受講料   １，０００円【予定】  

 





宇都宮市民大学運営協議会（単位：円）

款 本年度予算額 前年度当初予算額 比較増減 摘　　　要

１　交付金 1 市交付金 1,811,000 1,811,000 0 宇都宮市より

２　受講料 1 受講料 2,220,000 1,750,000 470,000
前年度予算⇒前期専門講座
中止によるもの

３　雑収入 1 雑収入 1,000 1,000 0 預金利子

4,032,000 3,562,000 470,000

（単位：円）

款 本年度予算額 前年度当初予算額 比較増減 摘　　　要

１　総務費 331,000 364,000 △ 33,000

1 報償費 303,000 332,000 △ 29,000 委員謝金

2 需用費 6,000 12,000 △ 6,000 協議会飲み物代

3 役務費 22,000 20,000 2,000
開催通知郵送料，
委員報酬振込手数料

２　事業費 3,701,000 3,198,000 503,000

1 報償費 2,622,000 1,738,000 884,000 講座講師謝金，交通費

2 需用費 450,000 738,000 △ 288,000

(①消耗品費等) 173,000 368,000 △ 195,000 講座紙代，衛生用品代等

(②食糧費) 10,000 11,000 △ 1,000 講師茶代等

(③印刷製本費) 257,000 309,000 △ 52,000
パンフレット，受講者証作成，
公開講座チケット印刷代

(④修繕料) 10,000 50,000 △ 40,000 機器修繕料

3 役務費 259,000 194,000 65,000

(①通信運搬費) 232,000 167,000 65,000 募集パンフレット郵送料等

(②手数料) 27,000 27,000 0 講師謝金振込手数料等

5 使用料 70,000 168,000 △ 98,000 公開講座会場使用料等

6
負担金，補助
及び交付金

300,000 360,000 △ 60,000 専門講座企画運営費

4,032,000 3,562,000 470,000合　　計

項(目)

令和３年度宇都宮市民大学収支予算書（案）について

収　入　の　部
項

合　　計

支　出　の　部

資料４
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